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〈光老化コンセンサスステートメント〉

序　章

光老化コンセンサスステートメント発行によせて
光老化コンセンサスステートメント編集委員長　森田明理

日本香粧品学会みらい検討委員会では，2016年から開始された光老化啓発プロジェクトの後方支援の一環として，

「皮膚の光老化とその予防に関するコンセンサスステートメント」の策定をしました。光老化啓発プロジェクトでは，

光老化の定義と概念を一般市民に広く認識してもらうこと，すなわち，シワ，シミ，たるみなどが，紫外線をはじめ

可視光，赤外線を含む太陽光を浴びることにより現れるという認識をもってもらうこと，そして，これらを防ぐため

の，日常的なサンスクリーン製剤使用の重要性についても理解してもらうことを目的としています。さらに，海外で

は当たり前のように認められている日常的なサンスクリーン製品の使用による，光老化の予防効果，というものを，

日本における化粧品の効果効能として新たに獲得することにつなげることにもつながります。

このたび，みらい検討委員会メンバーをコアメンバーとしてさらに業界のワーキング委員とともに，二つのコンセ

ンサスステートメント（主に研究者や臨床医向けと一般向け）の策定を行いました。1989年に，米国 National Insti-

tutes of Health （NIH）が発行した，「紫外線の皮膚に及ぼす影響」のコンセンサスステートメントを基本骨格として参

考にし，できるかぎりわかりやすい内容になるように，現時点までに報告されている論文および書籍等をもとに，「太

陽光，紫外線及び皮膚との関係」に関するコンセンサスステートメントを，香粧品学会として発行することができま

した。項目としては，皮膚の老化，太陽光線，紫外線の皮膚に対する作用，紫外線防御，サンスクリーン剤の使用に

よる光老化予防効果，結論と推奨を含め，網羅的にまとめました。メンバーで一字一句細かい議論を重ねて，さらに

みらい検討委員会でも複数回意見交換を行い，まさにコンセンサスステートメントとなりました。最後の推奨文で

は，「紫外線を主とする太陽光線により皮膚にもたらされる美容的な問題（光老化）から皮膚がんに至る有害な変化

を最小限にとどめるために，太陽光線への無防備な暴露を避けるように生活習慣を改善することを心がけ，サンスク

リーン剤の適切な使用を行い，帽子・日傘を常用し，防御効果のある適切な衣服を着用することが推奨される」と

し，皮膚科医，薬学研究者，香粧品技術者などの一般社会に対する啓発の統一的見解を示すことができたのではない

かと思います。

なお，一般向けのコンセンサスステートメントも策定し，平易な表現を用いて光老化についてわかりやすく解説す

るとともに，紫外線に関する知識，紫外線防御手法などについても簡潔にまとめました。このことにより，光老化啓

発プロジェクトを後方支援するとともに，常に参照できるバイブルとしての機能を持たせることもでき，国民が健や

かな生活を過ごせる社会の維持に貢献できるものと考えます。また，本ステートメントは，香粧品学会のみならず，

さらには，皮膚科学会を含めた関連学会など，紫外線による生体への影響に関する研究を進める学会にも，賛同をお

願いしていきたいと思います。

日本香粧品学会誌　Vol. 41, No. 3, p. 238 （2017）


	_GoBack

